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Marco Polo XTF, Inc. の株式取得（子会社化）の遅延に関するお知らせ 

 
 当社は、平成 23 年 4月 7日の「（追加）Marco Polo XTF, Inc. の株式取得（子会社化）に関するお

知らせ」で、当社持分法適用関連会社である Marco Polo XTF, Inc.（以下 XTF 社）の株式取得（子会

社化）の完了予定時期を同リリースから 1 ヶ月程度としておりましたが、現在のところ完了しており

ませんので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 
 

１  経緯及び理由 

 当社は、平成 23 年 4月 7日において、XTF 社株式の譲渡方である Marco Polo Network, Inc.(米

国 NY 州、代表：Vinode Ramgopal、以下「MPN 社」)と詳細事項について合意いたしました。その

後、デューディリジェンスを進める中で、幾つか検出された問題点について、その解決を図り、7

月下旬には、検出された問題を解決のうえ、売買契約書の詳細事項にわたっても合意に達しまし

たが、締結には至っておりません。 

MPN 社は、当社連結子会社である T&C Financial Advisor（Schweiz) AG の取引先に対し 2百万

ドルを超える債務があり、返済期日となる 8 月 1 日をもって全額が債務不履行となる見込みにも

かかわらず、MPN 社の誠意ある対応がないことから、当社は当該取引先よりその解決について協

力を求められました。当社は、XTF 社の子会社化において生じる諸経費等の精算及び XTF 社の MPN

社に対する債務を、デフォルト状態となった債務の一部返済に充当する、さらには返済計画にそ

った期限延長等の策により、解決が図れるよう MPN 社と協議を行ってまいりました。しかしなが

ら、MPN 社は子会社を含めたグループ全体では十分な返済能力をもっているにもかかわらず、そ

うした協議に誠意ある対応がなされず、全額が滞ったままであります。 

当該取引先が MPN 社に対し訴訟の提起により解決することを決定したことを受け、当社といた

しましても、本件子会社化については、当該取引先に協力することにより資金回収の進捗を図る

中で完了させることが適切であるとの結論に至りました。 

 

２  今後の見通し 

当社といたしましては、XTF 社の子会社化の意思に変更はなく、既に買収資金は支払い済であり、

MPN 社にその資金の返済の意思がないことから、XTF 社の子会社化を進めてまいります。子会社化

完了の目処がつきましたらお知らせいたします。 
なお、本件に伴い、当社の平成 23 年 11 月期における連結業績に与える影響は現在精査中であ

り、確定次第お知らせいたします。 
 

以  上 


